
加賀建設株式会社

女性活躍推進会議



会社名 加賀建設株式会社

代表者
代表取締役 会長 鶴山 庄市

代表取締役 社長 鶴山 雄一

設立 1943年6月26日

本社
〒920-0337

石川県金沢市金石西1丁目2番10号

売上高 2,920百万円 （令和6年11月）

従業員数 122名（男性58名、女性64名）

※2025年4月現在

資本金 5,400万円

会社概要



建設事業

（土木・建築）

事業内容

地域活性化のため、多角的な事業を展開しています

×

地域活性化事業

（飲食店運営・茶製造販売）



男女ともに能力を発揮しやすい

職場環境づくりのために



ＷＬＢ・ウェルビーイング・健康経営・女性活躍推進



表彰・認定

ワークライフバランス

2017年 表彰
金沢市

2023年 表彰
石川県

女性活躍

2019年 認定
厚生労働省

2019年 認定
石川県

えるぼし認定 （三つ星 ）

子育て支援

地域経済の中心

2020年 認定
経済産業省

厚生労働省

健康経営

３年連続認定

経済産業省



ワークライフバランスコンサルタント派遣



課題把握のために

社員アンケートを実施



社員の声

「上司に相談しづらい」
「制度が使いづらい]



社員の声

「制度について知らない」
「よく分からない」



上司と部下のコミュニケーション不足により
利用に対する心理的ハードルがある

「使える制度」という認識がない

原因



制度を“知って・使える環境”をつくる



管理職・リーダー層向け研修の実施

コーチングを学ぶ

気づき
世代間での価値観の違いにより
心理的安全性のある職場になっていなかった

改善
管理職・リーダー層の意識改革が重要
部下が上司に相談しやすい環境の構築

部下が安心して相談できる
関係性を構築



申し訳なくないよ、気にせず休んで大丈夫

研修後の社内での変化

子どもの体調不良で休暇申請する部下に対して・・・

このような声をかける場面が社内で増え、
部下は安心して社内制度を利用できるように変化



社内周知方法の見直し・改革

使える制度に

気づき
ただ社員に制度について周知するだけでは
使っていいのか社員が分からない

改善
実際の社内制度利用状況や取り組み事例を共有し、
「自分もこの制度使っていいんだ」へ改善

誰もが“自分ごと”として
考えれる仕組みへ



社内での変化

実際に使っている社員の事例を見て・・・

２０２３年→２０２５年
３０％の利用率増加！

仕事と家庭を両立しているロールモデルが
社内全体に周知されることで

誰もが安心して制度を利用できるように



社内制度を使いやすいように

ライフステージごとに働く時間と場所を“選べる”

フレックスタイム制度
短時間勤務制度
時差出勤制度

テレワーク勤務

フリーアドレス制

時間 場所



今は父親も子供の行事に参加するのが当たり前。その当たり前を
会社がサポートしてくれていて育児に積極的に参加できる。

子どもとの時間を大切にしながら安心してキャリアを継続できています。

導入後の社内での変化

将来自分が子育てをする時も安心して働き続けられると思えています。



更なる女性活躍推進を目指して



女性社員の声をもとに

新たな取り組みを実施



コミュニティ施設“金石町家”

仕事の垣根を越えて女性社員が立案

大人も子供も楽しく健康について学べる
「健康スムージー」の販売を実施



新卒女性社員立案イベント

地域の子どもたちと一緒に能登復興支援



『建築部×企画部』
建築女性社員による

”住まいの何でも相談会”

『土木部×企画部』
”うみのおしごと写真展”

他部署とのタイアップでイベント開催



1on1面談によるキャリアサポート

性別・年齢・経歴に問わず
公平に評価される人事評価制度



AIを活用した健康サポート

AIが健康分析・改善アドバイス



これからも男女ともに

“輝ける”企業を目指していきます
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